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昭和 24 年（1949 年）１月，内閣総理大臣の所
轄の下，政府から独立して職務を行う「特別の
機関」として設立」された。この日本学術会議


































図 2-3-2 防衛省安全保障技術研究推進制度 







池内 了 2016 『科学と戦争』岩波新書 p.151
J・D・バナール 1957 鎮目恭夫訳 『歴史における科学Ⅲ』 みすず書房 pp.498-509
西谷 修 2016 『戦争とは何だろうか』 ちくまプリマ―新書
橋爪大三郎 2016 『戦争の社会学 はじめての軍事・戦争入門』 光文社新書
益川敏英 2016 『科学者は戦争で何をしたか』 集英社新書 p.25
国立大学法人運営費交付金等予算額の推移（図 2-3-1）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/kokuritu/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2017/03/02/1382801_13.pdf
























図 2-4-１ ３回の東京オリンピック 
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後オリンピックがなくなった勢いが体操の大流行へと繋がっていく。1943 年 10 月雨の中，学徒出
陣が行われた明治神宮外苑競技場はその 20年後 1964年 10月東京オリンピックの入場行進が行われ















































夫馬信一 2016 『幻の東京五輪万博1940』 原書房
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独立行政法人日本スポーツ振興センター編 2014 『SAYONARA 国立競技場』 朝日新聞出版
佐々木 浩雄 2016 『体操の日本近代: 戦時期の集団体操と〈身体の国民化〉』 青弓社
島根県飯南町頓原公民館吉田長太郎コレクションより昭和 10 年代の赤木町における銃剣道の様子
産経新聞 2014.1.9「学校体育」を開発途上国に輸出へ 2020年までに15カ国で普及目標





３.戦争と日本社会   
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朝井リョウ 2012 『桐島，部活やめるってよ』 集英社文庫












 それだけに，とりわけ現代に近い歴史を学ぶ意義は大きい。20 世紀は戦争の歴史であり，21 世紀
に入った現在でも地球上での紛争は絶えない。今世紀も「戦争とテロ」の世紀だと断言する歴史学
者もいる。なぜ戦争はくり返されるのか。なぜ戦争を失くすことはできないのか。

























 対外的には，中国大陸への本格的侵略の契機となった 1931 年の満州事変も，その前の 28 年に起
きた張作霖爆殺事件も陸軍の謀略によって引き起こされたものだ。一方，国内では犬養毅首相が暗
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・人間味あふれる天皇（皇族）を描く。─長田幹彦『小説 天皇』（光文社 1949 年）
・自虐的な語りを弄する天皇（皇族）を描く。
─小泉譲『小説 天皇裕仁』（荒地出版社 1960 年）
・セックスする天皇（皇族）を描く。─小山いと子『皇后さま』（朱雀社 1959 年）
・排泄物によって汚される天皇（皇族）を描く。
─目取真俊「平和通りと名付けられた街を歩いて」（『新沖縄文学』1986 年 12 月）
深沢七郎「風流夢譚」（『中央公論』1960 年 12 月）
・殺害される天皇（皇族）を描く。─深沢七郎「風流夢譚」（『中央公論』1960 年 12 月）































この作品の発表をきっかけとして起こった「風流夢譚事件」（1961 年 2 月 1 日，右翼団体「大日本
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1) ミシェル・ウェルベック 2017 『服従』 河出書房新社





1998 『信頼の構造』 東京大学出版会 p.39）
4) 本田由紀 2014 『もじれる社会: 戦後日本型循環モデルを超えて』 筑摩書房
5) 「信頼する者は，信頼することで自分ではとても担い切れない複雑性の負担から解放されている。……〈中
略〉……あらゆる長期的な関係のなかでは，信頼することを行動規則として正当化することのほうがより容易
である。」（ニクラス・ルーマン 1990 『信頼』 勁草書房 p.118）
（大谷直史） 






1）海ゆかば  万葉集大伴氏 言立 / 信時潔 作曲 演奏：鳥取男声合唱団エルダーブラザーズ




4）広島が言わせる言葉 原民喜 詩 / 新倉健 作曲 
CD 鑑賞：音の個展 新倉健作品集（2016）
【参考文献】
小村公次 2011 『日本の軍歌』 学習の友社
戸ノ下達也 2005 『「国民歌」としての《海ゆかば》CD「海ゆかば」掲載論文』 キングレコード KICG3228
鳥取大学地域学部附属芸術文化センター事業報告 平成 23 年〜26 年
（新倉 健） 































（1975 年 10 月 31 日，記者会見）




















・   ・
リ ー ベ ン  ク イ ズ ト　　ン 　ヤンクイ
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年 8 月 15 日，君はどこで何をしていた？」という発言の意味を考えることを通して，先の問いにつ
いて検討をした。
（一盛 真）







パ ン チ ョ ッ パ リ
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金嬉老裁判公判対策委員会編 1972 『金嬉老問題資料集成 証言集』１～3 金嬉老裁判公判対策委員会 
李 珍宇・朴 寿南 1979 『李珍宇全書簡集』 新人物往来社 
小沢有作 1973 『在日朝鮮人教育論〈歴史篇〉』 亜紀書房 
鈴木道彦 2007 『越境の時』 集英社新書など
（一盛 真）
５.グローバル社会をどう生きるか 
5-1 大学生の社会的責任と平和・民主主義運動－世界と日本の動向－ (第 14講)  
①はじめに  








 伝統的な学校教育では３つの R（reading, ‘riting ’’rithmetic’）つまり「読み書き算数」に焦点を
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ケン・ベラ (2009) ，鈴木 (2013) のような本にこのような人たちの話が載っている。
 外国人だけではなく，日本人のロールモデルを探すことも必要だ。元国連難民高等弁務官の緒方
貞子，第二次世界大戦中にナチスの迫害から逃れようとする 6 千人のユダヤ人の命を救った外交官，



































マララ・ユスフザイ 2013 『わたしはマララ』 学研
クレイグ・キールバーガー 2000 『僕たちは，自由だ！』 本の泉社
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